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 報告 
 地域連携推進事業としての介護予防教室「ほほえみクラブ」実践報告 
 外村昌子、大巻悦子 
 森ノ宮医療大学　保健医療学部看護学科 
 要　　旨 
 　平成27年度より本学の地域連携推進事業として、大学周辺在住の高齢者を対象に認知症予防を目的とし
た介護予防教室を毎月1回実施してきた。これまでの参加人数は述べ400名余、徐々に地域に定着しつつあ
り、地域貢献の意義は高いと考える。内容はスリーA認知症予防ゲームを主体とし、大学主催の強みを取り
入れた。今回、参加者の介護予防教室への認識を得るために、アンケートを実施した。その結果、参加者は
介護予防教室に対し、肯定的で期待を持っていた。平成29年度4月からの参加者数は毎回増加しており、よ
うやく地域に根付いてきている。今後も大学として地域貢献の役割を担い、医療系大学の強みをより生かし、
他学科教員との連携を図り、学生の教育の場として活用を進めたい。認知症予防効果についてもさらに検討
を続ける必要性がある。 
 キーワード ： スリーA、認知症予防、大学教育、地域貢献 
連絡先：外村　昌子　SOTOMURA Masako
　　　　〒559―8611　大阪市住之江区南港北1―26―16
　　　　森ノ宮医療大学保健医療学部看護学科
外村　昌子：地域連携推進事業としての介護予防教室「ほほえみクラブ」実践報告
96
 1．はじめに 
 　本学看護学科を主体とした地域連携推進事業は、近年の急速に進む少子化、核家族化、地域コ
ミュニティの希薄化等に伴い親の子育てに対する不安や負担が増大していることに着目し、大学
が地域に向けて情報の発信源となっている。また、地域の子育て家庭の交流の「場づくり」とし
て大学を開放し、平成23年11月から子育て支援として「もりもりひろば」を実施している。 
 　さらに、大学周辺地域は、昭和52年に大阪市が開発したニュータウンであり、全戸が共同住
宅の地域である。高齢化率は昭和60年の約2％から平成22年の20％、平成47年には56.2％とな
る見込みであり、急速に高齢化が進んでいる。また、厚生労働省は2012年（平成24年）に「介
護予防マニュアル改訂版」を発行し「認知機能低下マニュアル・支援」を推奨している 1） 。これ
を受け地域包括支援センター等を拠点として様々な手法を取り入れた介護予防教室が実施されて
いる。これらの現状を踏まえ、高齢者に対する介護予防のニーズがあると考え、平成27年度よ
り地域連携推進事業の一環として介護予防教室を開始し継続している。 
 　これまでの参加人数は述べ400名余となり、徐々に地域に定着しつつある傾向がみられ、本学
の地域貢献の意義は高いと考える。また、「ほほえみクラブ」の名称は、教室への愛着を深める
目的から、参加高齢者とともに決定した。 
 　実施内容は「スリーA増田方式　認知症の脳活性化リハビリテーション」を主体とし、大学
主催の強みを生かすために、各学科の特徴を取り入れた鍼灸教室や転倒予防について、介護予防
や高齢期を豊かに過ごすために必要な知識となるものとしてきた。 
 2．目的 
 　介護予防教室が主体として実施している「スリーA増田方式　認知症の脳活性化リハビリテー
ション（以下スリーA）」とは、増田末知子氏が考案した。1992年に静岡県藤枝市で、「スリー
A合宿型認知症予防訓練施設」を開業し、脳活性化リハビリテーションを実施しており、利用者
の脳の機能レベルを上げることを実証してきた 2） 。現在も静岡市において、認知症対応デイサー
ビス「スリーA予防デイサービス 折り梅」を運営している。スリーAの名称は「あかるく・あ
たまを使って・あきらめない」の頭文字『A』を集めたキーワードであり、認知症を予防する行
動を表しており、スリーAの理念である。認知症対応型のデイサービスや地域包括支援センター、
地域の介護予防教室などで幅広く展開されている。 
 　そこで、教室の内容をさらに充実したものとするために、これまでの介護予防教室の総括と、
参加者の介護予防教室への認識を明らかにするために実施したアンケート調査を実施した。今回
はその結果について報告する。 
 3．方法 
 1）教室の参加者 
 　参加者の概要、参加人数の推移を図1に示す。平均年齢は75.8歳（65歳～86歳）、女性が90％
を占めている。参加人数は平成27年度が延べ人数112名、各回平均14名であり、徐々に減少す
る傾向にあった。開始年度は6月より8回であった。開催日を月1回の土曜日としていたが固定
しておらず、参加者の予定等が立てづらいことなどを考慮し、平成28年度からは毎月第3土曜日
に固定し実施した。また、毎回の開催ポスターを地域包括支援センターの協力を得て、大学周辺
の地域に配布することとなった。これにより、平成28年度は延べ人数159名、各回平均13名で
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あり、複数回の参加者が増加する傾向を認めるようになった。平成29年度10月現在では、延べ
人数が165名で各回平均が23名となっている。 
図1．参加人数の推移
 2）教室の内容 
 　スリーAの展開は、（1）円形に座って行うゲーム、（2）机などで行うゲーム、（3）全体で行うゲー
ム（机・椅子は使わない）の3つの構成に基づいている。手指の体操・リズム運動・ビンゴゲーム・
頭文字集め・広告パズル・じゃんけんゲーム・シーツ玉入れ・太鼓の演奏などがある。これらは、
手の巧緻性や瞬発力を高め、空間認識を鍛え記憶力を刺激する。笑うことは右脳を刺激し、リズ
ムをとることで体内リズムを整えることにつながる。また、やる気や達成感を高め、運動野から
前頭葉を刺激する。重要なことは、出来てもできなくても参加者全員が笑うことができるように
常に笑顔で大きな声で行うことである。 
 開催月の内容により（1）～（3）を組み合わせて実施している。 
 　実施内容は表1に示す。平成27年度は計8回、スリーAについては毎回必ず実施（インストラ
クターの資格を有する教員が担当）した。その他のお役立ち情報として、看護学科の教員のみで
介護予防に関する知識の提供、笑いヨガといったリラクゼーションを取り入れたものを追加した
回もあった。平成28年度は計12回実施し、鍼灸学科の協力を得た。認知症予防や肩こりに効く
ツボについて、看護学科の教員と学生によるソフトマッサージの講座も実施した。参加者にはい
ずれも好評であった。さらに、認知機能テスト「ファイブコグ」も実施し、自身の認知機能につ
いて振り返る機会を設けた。平成29年度は、鍼灸学科、理学療法学科、作業療法学科の協力を
得ることが出来、さらに充実した内容となっている。 
 　また、平成28年度から看護学科の学生ボランティアが毎回数名参加している。平成29年度は
看護学科保健師課程の学生による「熱中症」の健康教育を実施した。学生たちは日常的に高齢者
と関わる機会が少ないが、教室への参加を通して、高齢者と何気ない会話からコミュニケーショ
ン力を高め、生活背景を考えるなどの学びを得ている。 
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表1．介護予防教室の内容
図2．介護予防教室の様子
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 3）アンケート方法 
 　平成28年度の最終回に、当日の参加者18名を対象としてアンケートを実施した。内容は①参
加回数②参加の理由③日常生活での変化④スリーAに関する思い⑤スリーAの認知症予防に対
する評価、⑥参加継続の意思⑦自由記載とした。倫理的配慮として、アンケート実施前に本大学
の倫理審査委員会の承認（承認番号：2016―112）を受けた。また本研究における利益相反はない。 
 4．結果 
 1）アンケート結果 
 　アンケート結果は自由記述の部分をコード化し、内容の類似性を検討しカテゴリー化した。参
加回数は10回以上が5名、3回以上が11名、初回が2名であった。参加により期待される効果（複
数回答）では「気分が明るくなる」、「気分転換になる」、「思い切り笑う」などが多く回答された
（図3）。 
図3．参加により期待される効果（複数回答）
 　参加の理由（表2）は【参加による効果】【大学の強み】【参加への期待】の3つのカテゴリー
に分類された（以下、カテゴリーは【　】、サブカテゴリーは［　］、コードは「　」とする）。【参
加による効果】については「脳を使うと体がポカポカあたたかく元気になる」や「体・頭に良い」
といった［身体的効果］、「楽しく笑顔で年を忘れる」や「みんなでゲームするのが楽しい」とい
う［心理的効果］があった。【大学の強み】には「専門の先生方の指導を受けることが出来る」や「新
しい発見や知識を得ることが出来る」などの［専門性］が述べられた。【参加への期待】には「毎
日この日が待ちどおしい」という［楽しみ］がみいだされた。 
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表2　参加の理由
 　続ける理由として（表3）は【教室への前向きな思い】がみいだされた。「日常生活の中での
変化のある1日となっている」という［生活の変化］、「来ると皆さんの楽しそうなお顔を見れる
ので嬉しくなる」「大勢の方に交じって楽しく行動、おしゃべり等が自然に出来るので2時間が
早い」、「また行こうと思い参加する」といった［仲間に会える］、「楽しくて体が喜ぶ様に感じら
れて次回も来たい」「参加すると心も体もリフレッシュ出来る」という［脳の活性化］があった。【日
常生活での変化】について（表4）は「体調が良い様に思う」「参加させて頂いた日はよく眠れる」
という［体調の向上］、「資料をみながら一人で家で取り組んでいる」などの［復習する］、「筋肉
が弱くなってきてますので、体操をして歩いて足腰をきたえたいと思う」などの［体力つくり］、
「地域の集いにも皆様にお知らせしていく」という「地域つくり」が整理された。 
表3　続ける理由
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表4　日常生活の変化
 5．今後について 
 　参加者は介護予防教室に対し、【参加による効果】【大学の強み】【参加への期待】などのカテ
ゴリーが示すように、肯定的で介護予防に対する期待を持っていることが伺える。桑島らの報告
によると健康高齢者がヘルスプロモーションに必要だとしていることは「異なる世代や異性との
交流」、「活動の継続」などが述べられており 3） 、本学の参加者も同様の傾向がみられた。さらに、
開催日の一定化や時間変更、他学科からの講義の協力などにより、平成29年度4月からの参加者
数は毎回増加し、ようやく地域に根付いてきたと実感している。これらのことから、本教室の方
向性に一定の評価が得られつつあると考えられる。 
 　浦上は介護予防教室の進め方として、行政などが地域の市民ボランティアの育成を図り主体的
な活動を推進しているが、認知症予防に関する知識やスキルを要する専門職が携わることが望ま
しいと述べている 4） 。介護予防教室の他学科協同による介護予防やヘルスプロモーションに関す
る知識の提供は、大学として地域住民への社会貢献のひとつとして重要であると考えられる。学
科増設とともに医療系大学の強みをより生かせるように、他学科教員とのさらなる連携を図って
いきたい。また、日常的に高齢者と関わることが少ない学生にとっては、実際にコミュニケーショ
ンをとることで生活背景などを知る貴重な機会である。学生の日々の学びの発表の場としても、
授業だけでは深めることが出来ない部分を補完し、高齢者理解を進め、市民として高齢者支援を
担うためにも活用を進めていきたいと考える。 
 　本教室を通してスリーAを継続してきた。教室開設当初からの参加者にはなじみのある内容
となっている。しかし、介護予防効果の検証については未だ不十分であり、今後は認知機能や運
動機能の変化を継時的に検討していきたいと考える。また、様々な介護予防の取り組みを提供す
ることで、地域における大学の存在が住民にとって身近な場所となるよう努力していきたい。 
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